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サンアロマー株式会社

山九株式会社

株式会社ＴＤＳ

　サンアロマー株式会社は、同社の物流を担う山九株式会社、および株式会社ＴＤＳとの緊密なパートナーシップのも

と、化学品（合成樹脂）の出荷に伴う製品運搬用の輸送容器（パレット、フレキシブルコンテナバッグ）、およびパレット

に載せられる製品の出荷実績を管理する新物流管理システムを開発いたしました。

　当システムは自動認識技術を採用したもので、誤出荷を防止しつつ出荷時の履歴を管理し、納入先から回収された

輸送容器との照合によって顧客毎の確実な未回収容器の管理を実現したものです。

　また、輸送容器の回収管理を徹底することで、紛失防止による環境保護につながる取り組みであり、ＣＳＲ（社会貢

献）の一つの活動として位置付けております。

１．システムの名称：統合包材管理システム（特許出願名「出荷管理システム」後述）

２．開発会社：サンアロマー株式会社、山九株式会社（製品出荷管理）、株式会社ＴＤＳ（輸送容器管理）

３．システムの概要：

（１）目的

　　①納入先毎の出荷実績管理

　　②輸送容器（パレット、フレキシブルコンテナバッグ）の紛失防止による環境保護、および紛失コストの削減

　　③誤出荷防止

（２）特徴

　　①本システムは、輸送容器毎に個体の識別子を取り付け、出荷時と回収時にそれらを読み取ることにより、納入

　　　 先毎に使用された輸送容器の出荷と、回収状況を日々把握

　　②ノンアセット型３ＰＬでありながら、本システム導入によって全国統一の仕組みで管理が可能

（３）経緯・内容

　　①過去から輸送容器の紛失防止に取り組んできた経緯はあるが、実効ある対策が図れずに苦慮していた

　　②マンパワーに頼る誤出荷防止対策では作業負荷が高い上に、確実な歯止めを掛けることができなかった

（４）重点的に実施した事項

　　①自動認識技術（ＲＦＩＤ/二次元バーコード）の採用による、出荷作業中に安全で確実な自動検知システム

　　　⇒特許出願中（サンアロマー株式会社、山九株式会社による共同出願）

　　②他業種・製品への展開を考慮した、汎用性の高いパッケージシステム

（５）期待される効果

　　①顧客毎の納入実績管理、および効率的な輸送容器の運用

　　②誤出荷防止、および作業負荷の軽減

（６）開始時期

　　①川崎工場　平成25年10月1日

　　②大分工場、および全国営業倉庫　順次開始、平成26年4月1日完了予定

４．お問合せ先

　サンアロマー株式会社 企画管理本部 総務人事グループアシスタントマネージャー　谷口晶一（電話03-5781-5608）

　山九株式会社 総務・ＣＳＲ部 株式・広報担当部長　野瀬昌信（電話03-3536-3902）

　株式会社ＴＤＳ 東京ＬＳＧ主任　大場美央（電話03-3714-3412）
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